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４名中３名が会長に立候補
生徒会役員選挙

１０月からの後期に向け、１７日、

西山中学校生徒会役員選挙が行われま

した。小規模校ということもあり、全

員が何かの役を担わなければならない

本校ですが、全校生による選挙によっ

て選ばれる生徒会役員はやはり特別な

意味を持ちます。

昨今では、選挙による勝敗で気まず

い思いをしないように…と、立候補者

がいなかったり、事前の話し合いで選

挙にならない学校が多くなりつつあり

ます。そんな中、今年の西山中学校で

は、２年生４名のうち３名が会長に立候補するという意識の高い選挙になりました。

残念ながらポストが決まっていますので勝敗は決まってしまいますが、この小規模の学

校でしっかりした考えで立候補をし、選挙が成立するということ自体に意味があります。

この事実だけで、これからも西山中学校の生徒会はしっかりとその歩みを進めていくだろ

うと確信しました。新生徒会執行部の活躍に期待します。

新執行部は次の通りです。

《会 長》飯塚 亜海 《副会長》金子 天斗 《書記会計》金子 千聖、鈴木 未夢

生徒会役員選挙を実際の投票箱で実施
今回の選挙では、西山支所から本物の記名台

と投票箱が届けられ、生徒たちは本当の選挙さ

ながらの雰囲気の中、投票活動を行うことがで

きました。

ご存じのように、来年夏の参院選から選挙権

が１８歳以上に引き下げられます。３年後には

日本国民として実際の投票活動に参加すること

になります。この日の体験で、「選ぶ者の責

任」を考えて欲しいと思います。



県レベルのコンクールに２名も…
先日、田村市の某中学校の校長先

生から突然の電話がありました。

「西山中って全校生１６人じゃな

かったっけ？２人も入賞しているっ

てどういうこと？すごいんじゃな

い？」

新聞に報じられているとのことだ

ったので、あわててその日の新聞を

開きました。入賞したのは、福島県

警、県防犯協会主催の地域安全作文

コンクール。３年生の天野健斗くん

が優秀賞、金子和暉くんが佳作の受

賞でした。

入賞の連絡は入っていましたが、

坂下警察署管内での受賞と思ってい

たので新聞はノ

ーマーク。

「いろいろ活

躍しているみた

いだけど、どん

なことをしてい

るの？」

「何事にもチ

ャレンジする生

徒、それを支え

る一生懸命な先

生のおかげで

す。」と答える

ことができたこ

とがとっても痛

快でした。

おかげさまで連休中事故もなく、生徒は元気に登校することができま

した。学校では次の目標新人戦に向けての全力投球、また３年生は実力

テスト・定期テストに向けての意識付けに取り組んで参ります。大会後、

テスト後は、いよいよ文化祭に向けての活動を本格化させます。よろし

くご協力お願いいたします。


